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　今回の学校だよりは、２学期開始、平和集会、靴下の色、キュサック村訪問、９月の行事予定、よかねぇ佐賀

弁です。

ふるさとを愛し、

自信と誇りをもち

未来を拓く子どもの育成かなやま 学力･心力
体力･労力

文責 校長 杠

気持ちの良い朝です。今日も、元気でさわやかな皆さんを見て、とてもうれしく思います。あっという間に終

わった感じがする夏季休業ですが、みなさんは、夏季休業をどのように過ごしましたか。

終業式では、大谷翔平選手の準備力について話をしました。いい準備をすれば、反省を生みます。しかし、準

備をしなければ、後悔が残ります。

夏季休業は、２学期のいい準備の機会としてほしいとお願いをしました。

「学習の振り返りをする機会」、「生活の振り返りをする機会」、「自分の将来のことをじっくりと考える機

会」。準備力を高めることは、できたでしょうか。

夏季休業中に、十分に準備したことを、大いに発揮するのが、今日から始まる２学期です。弓は、十分に引き

絞ってこそ、 矢を遠くへ飛ばすことができます。

２学期は、目の前に迫った文化発表会があります。合唱コンクールもあります。芋ほり、ふれあい祭り。修学

旅行、職場体験学習、新人戦、新生徒会の発足、村内一周駅伝もあります。このような たくさんの行事を行い

ながら、３年生は、進路実現に向けて、進路決定をしていく時期でもあります。まだ準備が間に合っていないと

いう人は、今日、気付いたのであれば、今日、始めましょう。

では、２学期の初めにあたって こちら選手の話をしたいと思います。ブダペスト世界陸上、女子やり投げで

金メダルを獲得した 北口 榛花（きたぐち はるか）選手です。私の北口選手に対する印象は、いつも笑顔いっぱ

い、ころころとよく笑う選手。おいしそうにカステラを食べている選手です。北口選手は、体操教室や英会話、

塾、ピアノと好奇心旺盛な幼少期を過ごし、水泳、バドミントン、リレー…と、高校時代までに様々な競技で全

国大会を経験しています。そうして、そこで順応力と試合での経験値を積み重ねています。北口選手自身も、

『規模は違いますが「試合」というものをずっと経験しているので、自分が試合で良いパフォーマンスをするた

めのルーティンが決まっています。それができれば問題ない」』と言っています。

これまで、みなさんは、準備力を高めてきました。そこで、２学期は、「経験」の２学期としていきましょう。

今まで、挑戦してこなかったことにも挑戦し、「経験値」を積む２学期としてほしいと思います。

経験してこそ、メンタリティーも向上します。経験を経て、放った矢が、どこまで飛距離を伸ばすことができ

るのか、とても楽しみです。２学期の、みなさんの活躍を、心から楽しみにしています。

８月２日（水）、高校生平和大使の倉田 律さん（致遠館高２年）を招いて、平和集会を開きました。倉田さ

んは、国内外で核廃絶を訴える「第２６代高校生平和大使」です。生徒会は、平和集会を企画する中で、とても

身近な高校生が「平和大使」をしていることを知りました。致遠館高校の校長先生や、平和活動支援センターの

みなさんの協力と、何より、倉田さんの、平和大使の活動をみんなに知ってもらいたいとの熱意により実現する

ことができた講演でした。倉田さんは、「びりょくだけど、むりょくじゃない」として、「１０代の私たちにで

きることは、関心をもち、知り、発信すること」と訴えられました。

また、平和集会の中で、三瀬中学校からは、平和のためにできることの３つの提案をしました。

①ストレスを一緒に乗り越え、いじめをなくすこと

②自分の考えを声に出し続けること

③自分の当たり前を疑い、偏見をなくすこと

これからの生活の中で、「これっておかしくない？（違和感）」を大切に、自分が思ったことを伝え合える三瀬

中学校をつくっていきましょう。三瀬中学校の発信は、必ず「びりょくだけど、むりょくじゃない」はずです。

１年後の平和集会で、この三瀬中学校から、さらにどんなことを発信していくのか、今からわくわくが止まりま

せん。このことは、ＮＨＫ、ＳＴＳ、佐賀新聞の各社で報道されました。



　次号は、文化発表会、合唱コンクール、市駅伝大会を掲載する予定です。

29日（火） ２学期始業式、生活朝会

給食なし

30日（水） 前期期末テスト（１日目）

給食開始

31日（木） 前期期末テスト（２日目）

１日（金） いじめ・いのちを考える日

前期期末テスト（３日目）

４日（月） 人権集会

文化発表会練習開始

５日（火） 生徒朝会

７日（木） すくすくテスト（1数 2国 3英）

11日（月） 振替休日（９／16分）

12日（火） ホンホン読み語り

13日（水） 生徒会委員会

学習会（３年）

14日（木） すくすくテスト（1理 2社 3数）

今号は「こ」で始まる言葉です。「こちょばいか」ぁ。快い音の響きですね。

① こいしこ ② こそばいか、こちょばいか ③ ごっとい ①これだけ②くすぐったい③いつも、常に

７月２０日（木）、１学期の終業式の日、生徒会長より「靴下のルールの変更」についての説明がありました。

説明は、次の３枚のスライドを用いて行われました。一番右のスライドにあるように、新しいルールは、

１．色は白、黒、紺

※紺はブレザーの色

２．ワンポイントまでOK

３．くるぶしが隠れる長さ

４．スポーツ用の靴下は

部活動等のときに限る です。これらの約束は、５月３０日（火）の生徒総会で出た意見をもとに、生徒会が何

度も何度も協議を重ね、決めてくれたルールです。そこに至るまでの過程を、ぜひ紹介したいと思います。まずは、

生徒総会後すぐに、校長に相談に来てくれました。そこで、私は保護者さんからも、同じような意見があるという事

実を伝えました。それから、三瀬中の学校生活の約束を考えるときの３つの視点≪①三瀬中生らしいものである ⓶学

校生活が送りやすくなる（安全面など） ③高校入試にそのまま行っても大丈夫≫を生徒会が自ら定め、意見を出し

合い、その視点に照らし合わせながら協議を進めていました。その中で、「冠婚葬祭における靴下選びのマナー」を

学んでいたことには、とても感心しました。冠婚葬祭の場では、基本的に黒を選ぶのがマナーであること。靴下の色

はスーツの色に合わせるのが一般的とされていること。シンプルな「無地」の靴下を選ぶのがマナーとされているこ

と。椅子に座った状態でもパンツの裾から素肌が見えない長さであること。まとめられた用紙の中に、これらの言葉

をみつけることができました。自分の希望だけを優先するのではなく、明確な視点をもちながら、多角的に意見を取

り入れて、新たな道を拓いていこうとする姿勢はとても素晴らしいです。このように、多くの力を集結させ、今の三

瀬中学校に合わせた新しいルールを作ってくれました。多角的、多面的に物事を考える力、必要な情報を切り取る力、

新たな物事を生み出す力、これらの力は、これからもどんどん伸ばしていってほしいと思います。そして、自分たち

が作ったルールについて、誇りと自覚をもち、後輩たちへ引き継いていってほしいと思います。

16日（土） 文化発表会 ※弁当持参

市駅伝大会推戴式

17日（日） 県一斉部活動休養日

18日（月） 敬老の日

19日（火） 実力テスト（３年）１日目

20日（水） 実力テスト（３年）２日目

学習会（３年）15:00-

22日（金） 市駅伝大会

給食なし

23日（土） 秋分の日

三瀬旗少年剣道大会

25日（月） English Day②③

研究授業⑤（小学部５年生）

26日（火） 三瀬っ子タイム③

シルバーケア訪問（１年）13:30-14:40

各部委員会

27日（水） 学習会（３年）15:00-

８月１７日（木）から２５日（金）まで、４年ぶりに、

フランスのキュサック村へ訪問することができました。

４日間のホームステイを通して、フランスの人々や文化に触れ、多くの

学びとすることができました。この経験で学んだことは、今後、様々な機会に発表していきます。


